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 冷却原子気体Bose-Einstein凝縮体(BEC)は超流動ヘリウムとは異なる性質を

もつ量子流体であり，従来の量子乱流研究に新しい方向性を与える可能性を秘

めた系である．例えば，冷却原子気体BECでは，系の次元を操作することが可能

であり，超流動ヘリウムでは困難な2次元量子乱流が実現できる．実際，ここ数

年，いくつかのグループにより2次元量子乱流が実験的に実現して，実験・理論

の両面から活発に研究されている[1,2]．	
 

	
 この次元操作と並んで特筆すべき性質として，多成分BECの実現がある．この

系では複数の量子流体が混在しており，その乱流状態には従来の量子乱流には

ない新奇な物理が潜んでいると期待される．このような多成分量子流体は，超

流動ヘリウム3ではA，B相として現れるが，現在のところ多成分量子流体の観点

からは乱流研究が行われていない．そのため，このタイプの量子乱流は，原子

気体BEC発信の新しい物理を発信できる可能性がある．	
 

	
 本研究では，この多成分BECの1つであるスピン自由度を持つ強磁性スピノー

ルBEC[3]のスピン波乱流に注目した．基礎方程式としてスピン1スピノール

Gross-Pitaevskii方程式を使い，波動乱流理論[4]を適用することで，横方向の

スピン密度ベクトルの2点相関関数にスピン波乱流状態を特徴付けるべき則を

導出した．ひとつは，ダイレクトカスケードに対応する-7/3乗則であり，もう

ひとつはインバースカスケードに対応する-5/3乗則である．本講演では，この

べき則の導出と対応する数値計算結果の詳細について報告する．	
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